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1. 概要

このLabVIEWドライバでは、LabVIEWによりUSBゲージを制御するためのVIを提供します。
弊社ホームページで提供する ActiveX コントロールにアクセスすることによって、USB ゲージ
を制御します。

1-1. 前提条件
このライブラリを使用するには、下記のドライバまたはプログラムが必要になります。

• UsbSerial4MgsGauge.ocx
• Microsoft Visual C++2017 ランタイム
• STMicroelectronics Virtual COM Port ドライバ V1.4.0

これらは、弊社ホームページにあるソフトウェア "MGS USB Gauge Monitor" をインストール
することで導入できます。

この LabVIEW ドライバは、LabVIEW 8.6 以降で使用できます。

この LabVIEW ドライバでは、Default Instrument Settup.vi (3-8-1 章参照 ) で設定する出力形
式を前提としています。例えば、出力の区切り文字をカンマからタブに変更するなど、USB ゲー
ジからの出力形式を変更する場合は、Magnescale DS8xx.lvlib に含まれる VI の変更をする必要
があります。
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2. フォルダ構成

配付する zip ファイルには Magnescale DS8xx フォルダがあり、その中の構成は次のようにな
ります。ユーザーの VI に USB ゲージの機能を組み込む場合、通常は、Public フォルダにある
VI を使用します。

フォルダ構成

Zip ファイルの中 　 　　　Magnescale DS8xx の中  　　　　　Public フォルダの中

Magnescale DS8xx.lvproj の仮想フォルダ構成
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Magnescale DS8xx フォルダ

ファイル、フォルダ名 概要

Public Magnescale DS8xx.lvlib でアクセススコープをパブリックに設定 
 した VI を格納したフォルダ 
 通常は、このフォルダにある VI を使用します。

Private Magnescale DS8xx.lvlib でアクセススコープをプライベートに設 
 定した VI を格納したフォルダ
 Magnescale DS8xx.lvlib に含まれない VI から直接呼び出すこと 
 はできません。

Example 本 LabVIEW ドライバの簡単な使用例を格納したフォルダ

Magnescale DS8xx Readme.html Readme ファイル

Magnescale DS8xx.lvlib USB ゲージ制御用 VI を含むプロジェクトライブラリ

Magnescale DS8xx.lvproj ライブラリ、使用例、Readme を含むプロジェクトファイル

Public フォルダ

フォルダ名 概要

Action-Status USB ゲージの現在の構成に基づいて動作させたり、現在の構成 
 を取得したりするための VI を格納するフォルダ

Confi gure USB ゲージの構成を行うための VI を格納するフォルダ

Data USB ゲージから測定データを取得する VI を格納するフォルダ

Utility ユーティリティ用 VI を格納するフォルダ



USB Gauge LabVIEW Driver4 (J)

3. VI

3-1. VI 一覧
Public フォルダ直下

VI 名 概要

Initialize.vi USB ゲージを制御する際に最初に呼び出す必要のある VI

Close.vi USB ゲージの制御を終了する際に、必ず呼び出す必要のある VI

VI Tree.vi Public フォルダに含まれる全ての VI をブロックダイアグラムに 
 配置した VI

Action-Status フォルダ

VI 名 概要

Clear Data.vi 最大値、最小値、P-P 値をクリアする。

Search Reference Position.vi 原点サーチを開始する。

Query Gauge Name.vi USB ゲージの名前をクエリする。

Query Reference Position Mode.vi 現在の基準位置モードをクエリする。

Query Measurement Status.vi 原点、基準位置モード、測定値モード、ポーズ、ラッチ、反復出 
 力モードの状態をクエリする。

Query Setup Status.vi 互換モード、フラグ出力モード、応答文字列出力形式、行番号出 
 力、タイムスタンプ出力、応答識別子出力の状態をクエリする。

Query Timeout.vi タイムアウトとして設定されている時間をクエリする。

Query Reference Position.vi 原点の位置をクエリする。

Query Preset Position.vi プリセット位置をクエリする。

Query Time Stamp.vi 現在のタイムスタンプをクエリする。

Align All Time Stamp.vi 接続されている全ての USB ゲージのタイムスタンプをそろえる。

Query Diff erence Time List.vi 接続されている全ての USB ゲージのタイムスタンプと PC のタ 
 イムスタンプの差分を測定し、結果を返す。

Disable Preset Position.vi プリセットを無効にする。

Confi gure フォルダ

VI 名 概要

Confi gure Gauge Name.vi ゲージの名前を設定する。

Confi gure Measurement Mode.vi 測定モードの設定を行う。

Confi gure Preset Position.vi プリセット位置の設定を行う。

Confi gure Reference Position Mode.vi 基準位置モードの設定を行う。

Confi gure Pause.vi ポーズの切り換えを行う。

Confi gure Latch.vi ラッチの切り換えを行う。

Confi gure Timeout.vi タイムアウトを設定する。
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Data フォルダ

VI 名 概要

Read Data(Single).vi 設定されている測定モードおよび基準位置モードの測定値を 1 点 
 取得する。

Read Peak-to-Peak.vi P-P 値と現在位置を 1 点取得する。

Read Max and Min.vi 最大値、最小値、現在位置を 1 点取得する。

Read Data(Multiple).vi 多態性 VI 
 Read Data(Multiple)(Array).vi、 Read Data(Multiple)(XYgraph).vi
 から選択する。 
 指定した時間間隔で指定した点数の測定値を取得する。得られる 
 測定値は、測定モードおよび基準位置モードで設定したモードの 
 値である。

Read Data(Multiple)(Array).vi 測定値を配列としてデータを出力する。

Read Data(Multiple)(XYgraph).vi 測定値配列とタイムスタンプ配列をクラスタとして出力する。

Utility フォルダ

VI 名 概要

Error Confi rm.vi クエリして得たコマンドにエラーが含まれるか確認し、エラー情 
 報を出力する。

Reset.vi リセットを行う。

Version Query.vi ActiveX コントロールのバージョンをクエリする。

Save Setup.vi ゲージ名、プリセット位置の ABS 値、プリセット指定値を USB 
 ゲージに保存する。

Alarm Query.vi クエリして得たコマンドにアラームが含まれるか確認し、アラー 
 ムを出力する。

   

Private フォルダ

VI 名 概要

Default Instrument Setup.vi 出力形式をカンマ区切りに設定し、出力文字列に行番号、タイ 
 ムスタンプを追加する設定を行う。アクセススコープはプライ 
 ベートで、Magnescale DS8xx.lvlib にある VI からのみアクセス 
 可能。 

   

Example フォルダ

VI 名 概要

Magnescale Gauge DS8xx USB ゲージから測定値を取得するサンプル VI。  
Read Single Position.vi 

Magnescale Gauge DS8xx  USB ゲージから複数のデータを取得し、測定結果と時間のグラ
Read Multiple Position.vi フとして結果を表示するサンプル VI。

Magnescale Gauge DS8xx  USB ゲージの測定値を指定した間隔で取得するサンプル VI。
Acquire Continuous Position.vi 
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3-2. VI 共通事項
Magnescale DS8xx.lvlib に含まれる VI のコネクタペーンは、すべて 4×2×2×4で構成されて
います。次の共通する入力および出力端子を持ちます。

入力端子

端子 形式 概要

UsbSerial4MgsGaugeLib.Usb オートメーション ActiveX コントロール UsbSerial4MgsGauge.ocx 
Serial4MgsGauge refnum のリファレンス。

Handle In I32 コマンド送信を行う VI にある入力端子。
  処理の対象となる USB ゲージをハンドルで 
  指定する。

error in エラークラスタ エラーを接続する。

出力端子

端子 形式 概要

UsbSerial4MgsGaugeLib.Usb オートメーション ActiveX コントロール UsbSerial4MgsGauge.ocx
Serial4MgsGaugeOut  refnum のリファレンス出力。
  入力された refnum と同じ値を返す。ただし、 
  Initialize.vi で USB ゲージが接続されていな 
  い、または、エラーが発生した場合は非 refnum 
  を返す。

Handle Out I32 コマンド送信を行う VI にある入力端子。
  Handle In と同じ値を返す。

error out エラークラスタ エラーを出力する。
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3-3. Public フォルダ直下のVI
ここでは、USB ゲージを制御するにあたって最初または最後に呼び出す必要のある VI と VI 
Tree について記載します。

3-3-1. Initialize.vi

ActiveX コントロールを開き、接続されているすべての USB ゲージをオープンし、デフォルト
設定 (3-8-1 章参照 ) を行います。各 USB ゲージのハンドル番号と情報を出力します。

入力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Reset All ブール True が入力された場合、接続されている USB ゲージの
  リセットを行う。

出力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Handles Out I32 配列 複数のオープンした USB ゲージのハンドル番号の配列

Gauge Information クラスタ配列 複数の接続されている USB ゲージの情報の配列

Gauge Information 配列のクラスタ詳細

端子 形式 概要

COM I32 USB ゲージの COM 番号

Gauge Name 文字列 USB ゲージに対してユーザーが設定した名称

Model 文字列 USB ゲージの機種名

Serial Number 文字列 USB ゲージのシリアル番号。

Resolution[mm] DBL USB ゲージの分解能 [mm]

Firmware 文字列 USB ゲージのファームウェアバージョン

Handle I32 USB ゲージを Open したときに得られたハンドル番号

関連するプロパティ、メソッド、コマンド ( サブ VI 内を除く )
• プロパティ GaugeInfList
• メソッド Open
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3-3-2. Close.vi

すべての USB ゲージのハンドルを閉じ、ActiveX コントロールのリファレンスを閉じます。

入力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Handles I32 配列 ハンドル番号の配列。

  
関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド Close

3-3-3. VI Tree

ライブラリの Public に含まれるすべての VI をブロックダイアグラムに配置した VI です。
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3-4.  Action-Status フォルダのVI
Action-Status フォルダには、USB ゲージを現在の構成で動作させたり、現在の状態を取得し
たりするための VI が含まれています。

3-4-1. Clear Data.vi

入力したハンドルの USB ゲージに対して、最大値、最小値および P-P 値の初期化を行います。
これにより、最大値 = 最小値 = 現在値、P-P 値 =0 になります。

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド ASTART
• コマンド NOP

3-4-2. Search Reference Position.vi

入力したハンドルの USB ゲージに対して、原点サーチを開始します。原点を検出するには、
原点サーチ中に USB ゲージの原点を通過させます。この機能は、DS シリーズのみ使用可能に
なります。

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド AL
• コマンド NOP
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3-4-3. Query Gauge Name.vi

入力したハンドルの USB ゲージに対して、設定されている固有の名前をクエリします。

出力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Gauge Name 文字列 設定されているゲージ固有の名前。

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド ARPOS

3-4-4. Query Reference Position Mode.vi

入力したハンドルの USB ゲージに対して、現在の基準位置モードをクエリします。

出力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Reference Position  I32 テキストリング 基準位置モード 
Mode  0：Invalid：無効なモード 
  1：INC：インクリメンタル 
  2：P1：プリセット 1 
  3：P2：プリセット 2 
  4：P3：プリセット 3 
  5：ABS：アブソリュート

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド ARPOS
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3-4-5. Query Measurement Status.vi

入力したハンドルの USB ゲージに対して、現在の設定をクエリします。これによって、原点、
基準位置モード、測定モード、ポーズ、ラッチ、反復出力モードの現在の状態が得られます。

出力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Measurement  クラスタ 指定したハンドルの USB ゲージの測定に関連する設定
Status

Measurement Status クラスタ詳細

端子 形式 概要

Reference Position I32 テキストリング 原点の状態
  0：Invalid：無効な状態
  1：Unknown：原点位置不明
  2：Finding：原点サーチ中
  3：Found：原点検出済

Reference Position I32 テキストリング 基準位置モード
Mode  0：Invalid：無効なモード
  1：INC：インクリメンタル
  2：P1：プリセット 1
  3：P2：プリセット 2
  4：P3：プリセット 3
  5：ABS：アブソリュート

Measurement Mode I32 テキストリング 測定モード
  0：Invalid：無効なモード
  1：MAX：最大値
  2：MIN：最小値
  3：PP：P-P 値
  4：REAL：現在値

Pause ブール ポーズの状態。True ならばポーズ有効。

Latch ブール ラッチの状態。True ならばラッチ有効。

Repeat Mode I32 テキストリング 反復出力モード 
  0：No Repeat：反復測定中ではない 
  1：R：コマンド R で反復測定中
  2：RMM：コマンド RMM で反復測定中
  3：RPP：コマンド RPP で反復測定中
  4：r：コマンド Ar で反復測定中
  5：rmm：コマンド Armm で反復測定中
  5：rpp：コマンド Arpp で反復測定中

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド ASTATUS
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3-4-6. Query Setup Status.vi

軸に依存しない設定をクエリします。これによって、互換モード、フラグ出力モード、応答文
字列出力形式、行番号出力、タイムスタンプ出力、応答識別子出力の現在の状態が得られます。

出力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Setup Status クラスタ 軸に依存しない設定

Setup Status クラスタ詳細

端子 形式 概要

Compatible mode I32 テキストリング 互換モード
  0：LY：LY 互換モード
  1：LT：LT 互換モード

Flag Mode I32 テキストリング フラグ出力モード
  0：OFF：フラグなし
  1：ON：軸名 (A 固定 ) のみ
  2：ON1：軸名とフラグ 1 つ
  3：ON2：軸名とフラグ 2 つ

Output form I32 テキストリング 応答文字列出力モード
  0：Fixed digit：桁位置固定
  1：CSV：カンマ区切り
  2：TSV：タブ区切り

Line number ブール 行番号出力の状態。True ならば行番号を出力する。

Time stamp ブール タイムスタンプ出力の状態。True ならばタイムスタンプを出 
  力する。

RESID? ブール 応答識別子出力の状態。True ならば応答識別子を出力する。

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド HSTATUS
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3-4-7. Query Timeout.vi

タイムアウトをクエリします。

出力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Timeout[ms] I32 タイムアウト ( ミリ秒 )

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• プロパティ Timeout

3-4-8. Query Reference Position.vi

入力したハンドルの USB ゲージに対して、原点位置をクエリします。

出力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Reference  DBL 原点の位置 ( ミリメートル )。
Position[mm] 

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド ALO
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3-4-9. Query Preset Position.vi

入力したハンドルの USB ゲージに対して、入力したプリセットのプリセット位置をクエリし
ます。

入力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Preset n I8 テキストリング 確認するプリセット番号 
  1、2、3 から選択する。

出力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Preset  DBL 指定したプリセット番号のプリセット位置 ( ミリメートル )
Position[mm]

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド APn(n=1,2,3)

3-4-10. Query Time Stamp.vi

入力したハンドルの USB ゲージに対して、タイムスタンプをクエリします。

出力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Time stamp[µs] DBL USB ゲージのタイムスタンプ ( マイクロ秒 )。

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド TS
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3-4-11. Align All Time Stamp.vi

接続されているすべての USB ゲージのタイムアウトをそろえます。

入力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Gauge Information クラスタ配列 ゲージ情報の配列。クラスタの要素については 3-3-1 章参照

出力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Gauge Information  クラスタ配列 ゲージ情報の配列。クラスタの要素については 3-3-1 章参照
Out

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド Close
• プロパティ GaugeInfList
• メソッド Open
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3-4-12.  Query Diff erence Time List.vi

接続されているすべての USB ゲージに対して、各 USB ゲージのタイムスタンプと PC のタイ
ムスタンプの差分を 10 回測定し、結果を出力します。

入力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Gauge Information クラスタ配列 ゲージ情報の配列
  クラスタの要素については 3-3-1 章参照

出力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Gauge Information  クラスタ配列 ゲージ情報の配列
Out  クラスタの要素については 3-3-1 章参照

Time stamp  クラスタ配列 各 USB ゲージのタイムスタンプと PC のタイムスタンプを比 
Information List  較した結果

Time stamp Information List 配列のクラスタ詳細

端子 形式 概要

COM I32 USB ゲージの COM 番号

Gauge Name 文字列 USB ゲージに対してユーザーが設定した名称

Minimum  U32 タイムスタンプ差分の最小値 ( マイクロ秒 )
Diff erence[µs]

Diff erence  DBL タイムスタンプ差分の平均値 ( マイクロ秒 )
Average[µs]

Maximum  U32 タイムスタンプ差分の最大値 ( マイクロ秒 )
Diff erence[µs]

Reaction  DBL 応答時間の平均値 ( マイクロ秒 )
Time Average[µs]

Reference time U32 基準タイムスタンプ ( マイクロ秒 )
stamp[µs]

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド Close
• プロパティ Diff TimestampList
• メソッド Open
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3-4-13.  Disable Preset Position.vi

入力したハンドルの USB ゲージに対して、入力したプリセットを無効にします。

入力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Preset n I8 テキストリング 無効にするプリセット番号
  1、2、3 から選択する。

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド APn=NONE(n=1,2,3)
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3-5. Confi gure フォルダのVI
Confi gure フォルダには、USB ゲージの構成を行うための VI が含まれています。

3-5-1. Confi gure Gauge Name.vi

入力したハンドルの USB ゲージに対して、固有の名前を設定します。名前の長さは最大 32 文
字で、名前に使用できる文字は半角英数、_、- および / になります。最初の文字は英字または
_ とする必要があります。

入力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Gauge Name 文字列 USB ゲージ固有の名前として設定する文字列。

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド ARPOS
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3-5-2. Confi gure Measurement Mode.vi

入力したハンドルの USB ゲージの基準位置モードの設定を行います。

入力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Measurement Mode I32 テキストリング 基準位置モード。
  0：MAX：最大値
  1：MIN：最小値
  2：PP：PP 値
  3：REAL：現在値

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド AMAX
• コマンド AMIN
• コマンド APP
• コマンド AREAL
• コマンド NOP
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3-5-3. Confi gure Preset Position.vi

入力したハンドルの USB ゲージ、指定したプリセット番号に対して、プリセット位置の設定
を行います。

入力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Preset  DBL 設定するプリセット位置 ( ミリメートル )
Position[mm]

Preset n I8 テキストリング 設定するプリセット番号
  1,2,3 から選択する。

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド APn=x(n=1,2,3、プリセット番号、x= プリセット位置 [mm])
• コマンド NOP
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3-5-4. Confi gure Reference Position Mode.vi

入力したハンドルの USB ゲージに対して、基準位置モードの設定を行います。

入力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Reference Mode I32 テキストリング 基準位置モード
  0：Invalid：無効なモード
  1：INC：インクリメンタル
  2：P1：プリセット 1
  3：P2：プリセット 2
  4：P3：プリセット 3
  5：ABS：アブソリュート

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド ARPOS=INC
• コマンド ARPOS=P1
• コマンド ARPOS=P2
• コマンド ARPOS=P3
• コマンド ARPOS=ABS
• コマンド NOP
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3-5-5. Confi gure Pause.vi

入力したハンドルの USB ゲージに対して、ポーズの切り替えを行います。ポーズ中は、最大値、
最小値、P-P 値の更新が止まります。現在値の更新は行われます。

入力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Pause? ブール ポーズの状態を指定する。True ならばポーズを有効にする。

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド APAUON
• コマンド APAUOFF
• コマンド NOP
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3-5-6. Confi gure Latch.vi

入力したハンドルの USB ゲージに対して、ラッチの切り替えを行います。ラッチ中は、出力
値の更新が止まります。ただし、最大値、最小値、PP 値の更新は行われます。

入力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Latch? ブール ラッチの状態を指定する。True ならばラッチを有効にする。

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド ALCHON
• コマンド ALCHOFF
• コマンド NOP
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3-5-7. Confi gure Timeout.vi

入力したハンドルの USB ゲージに対して、タイムアウト ( ミリ秒 ) を設定します。この VI
で設定できるタイムアウトの下限は 1 [ms]、上限は 1000000[ms](=1000 [s]) です。1 [ms] と
1000000 [ms] の範囲外の値が入力された場合は、範囲内の最も近い値に設定します。

入力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Timeout[ms] I32 設定するタイムアウト ( ミリ秒 )

出力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

In Range? ブール 入力したタイムアウトが範囲内ならば、True を返す。

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• プロパティ Timeout
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3-6. Data フォルダ内のVI
Data フォルダには、USB ゲージから測定値を取得するための VI が含まれています。

3-6-1. Read Data(Single).vi

入力したハンドルの USB ゲージに対して、設定されている基準位置モード、測定モードのデー
タを 1 つ出力します。

出力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Value[mm] DBL USB ゲージの出力値 [mm]

Alarm U16 テキストリング USB ゲージの出力するアラーム
  0：No Alarm
  1：Speed
  2：Level
  3：Speed + Level
  4：Reference Position
  5：Speed + Reference Position
  6：Level + Reference Position
  7：Speed + Level + Reference Position

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド Ar
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3-6-2. Read Peak-to-Peak.vi

入力したハンドルの USB ゲージに対して、P-P 値と現在値を出力します。

出力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Peak-to-Peak[mm] DBL USB ゲージの PP 値 [mm]

Present  DBL USB ゲージの現在値 [mm]
Position[mm]

Alarm U16 テキストリング USB ゲージの出力するアラーム
  0：No Alarm
  1：Speed
  2：Level
  3：Speed + Level
  4：Reference Position
  5：Speed + Reference Position
  6：Level + Reference Position
  7：Speed + Level + Reference Position

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド Arpp
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3-6-3. Read Max and-Min.vi

入力したハンドルの USB ゲージに対して、最大値、最小値および現在値を出力します。

出力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Maximum[mm] DBL USB ゲージの最大値 [mm]

Minimum[mm] DBL USB ゲージの最小値 [mm]

Present  DBL USB ゲージの現在値 [mm]
Position[mm]

Alarm U16 テキストリング USB ゲージの出力するアラーム
  0：No Alarm
  1：Speed
  2：Level
  3：Speed + Level
  4：Reference Position
  5：Speed + Reference Position
  6：Level + Reference Position
  7：Speed + Level + Reference Position

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド Armm
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3-6-4. Read Data(Multiple).vi

多態性 VI です。Read Data(Multiple)(Array).vi または Read Data(Multiple)(XYgraph).vi から選
択します。

出力端子 ( 共通部分を除く )

多態性VI セレクタ 対応 VI

Array Read Data(Multiple)(Array).vi

XYgraph Read Data(Multiple)(XYgraph).vi

3-6-4-1. Read Data(Multiple)(Array).vi

入力したハンドルの USB ゲージに対して、指定した条件で反復測定を行い、測定結果を配列
として出力します。測定する値は、設定されている基準位置モード、測定モードの値になります。

入力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Measurement  クラスタ 測定点数、測定間隔および測定開始タイムスタンプを指定す
Condition  るクラスタ

Measurement Condition クラスタ詳細

端子 形式 概要

Data Number I32 反復測定を行う点数

Interval[s] DBL 反復測定の測定間隔 ( 秒 )

Start Time  U32 反復測定を開始する USB ゲージのタイムスタンプ ( マイクロ
Stamp[µs]  秒 )。0 の場合は、直ちに反復測定を開始する。
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出力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Position[mm] DBL 配列 反復測定の結果 [mm]

Alarm U16 テキストリング USB ゲージの出力するアラーム
  0：No Alarm
  1：Speed
  2：Level
  3：Speed + Level
  4：Reference Position
  5：Speed + Reference Position
  6：Level + Reference Position
  7：Speed + Level + Reference Position

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド Ar=n, Δ t,t0(n：反復回数、Δ t：測定間隔 ( 秒 )、t0：測定開始タイムスタンプ ( マイクロ秒 ))
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3-6-4-2.  Read Data(Multiple)(XYgraph).vi

入力したハンドルの USB ゲージに対して、指定した条件で反復測定を行い、タイムスタンプ
配列と測定結果配列をクラスタとして出力します。測定する値は、設定されている基準位置モー
ド、測定モードの値になります。

入力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Measurement  クラスタ 測定点数、測定間隔および測定開始タイムスタンプを指定す
Condition  るクラスタ

Measurement Condition クラスタ詳細

端子 形式 概要

Data Number I32 反復測定を行う点数

Interval[s] DBL 反復測定の測定間隔 ( 秒 )

Start Time  U32 反復測定を開始する USB ゲージのタイムスタンプ ( マイクロ秒 )
Stamp[µs]  0 の場合は、直ちに反復測定を開始する。

出力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Position クラスタ  反復測定の結果

Alarm U16 テキストリング USB ゲージの出力するアラーム
  0：No Alarm
  1：Speed
  2：Level
  3：Speed + Level
  4：Reference Position
  5：Speed + Reference Position
  6：Level + Reference Position
  7：Speed + Level + Reference Position

Position 配列のクラスタ詳細

端子 形式 概要

Timestamp[µs] DBL 配列 タイムスタンプ配列 ( マイクロ秒 )

Position[mm] DBL 配列 反復測定の結果 [mm]

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド Ar=n,Δt,t0(n：反復回数、Δt：測定間隔(秒)、t0：測定開始タイムスタンプ(マイクロ秒))
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3-7.  Utility フォルダのVI
Utility フォルダには、ユーティリティ用の VI が含まれています。

3-7-1. Error Confi rm.vi

USB ゲージの応答を入力し、エラー情報を出力します。

入力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Returned Command 文字列 メソッド DoCommand でクエリした文字列。

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• なし

3-7-2.  Reset.vi

入力したハンドルの USB ゲージに対してリセットを行い、デフォルト設定 (3-8-1 章参照 ) を
行います。リセット ( コマンド ARES) では次の処理を行います。

•   アラームが発生している場合、アラームをクリアし、原点未検出状態にします。
 アラームが発生していない場合は、検出された原点はそのまま保持されます。
*  原点サーチ中の場合は、原点未検出で原点サーチを終了します。
•   現在位置を 0 に設定し、基準位置モードをインクリメンタル (INC) に設定します。
•   最大値 = 最小値 = 現在値、PP 値 =0 に設定します。
•   ポーズおよびラッチを OFF にします。
•   反復測定中の場合、それを終了します。

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド ARES
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3-7-3. Version Query.vi

ActiveX コントロールのバージョンをクエリします。

出力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

ActiveX Version 文字列 ActiveX コントロールのバージョン

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• プロパティ Version

3-7-4. Save Setup.vi

現在の設定 ( ゲージ名、プリセット n 位置の ABS 値、プリセット n 指定値 ) を USB ゲージに
保存します※。

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド ASAVE
• コマンド NOP

※ この LabVIEW ドライバには、USB ゲージに保存したプリセット位置を取得するための VI
は含まれません。保存したプリセット位置を取得する場合は、コマンド "ARCLn(n=1,2,3)" 
を使用します。ただし、Confi gure Preset Position.vi(3-5-3 章参照 ) などでプリセット位置
を設定した場合、コマンド "ARCLn(n=1,2,3)" は最後に設定した値にプリセット位置を設定
します。USB ゲージを抜き、再度挿入した場合、コマンド "ARCLn(n=1,2,3) " は最後に設
定した値ではなく最後に保存された値にプリセット位置を設定します。
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3-7-5. Alarm Confi rm.vi

USB ゲージの応答を入力し、それにアラームが含まれる場合は該当するアラームを出力します。

入力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Returned Command 文字列 メソッド DoCommand でクエリした文字列

出力端子 ( 共通部分を除く )

端子 形式 概要

Alarm U16 テキストリング USB ゲージの出力するアラーム
  0：No Alarm：アラームなし
  1：Speed：スピードアラーム
  2：Level：レベルアラーム
  3：Speed + Level：スピード + レベルアラーム
  4：Reference Position：原点アラーム
  5：Speed + Reference Position：スピード + 原点アラーム
  6：Level + Reference Position：レベル + 原点アラーム
  7：Speed + Level + Reference Position：スピード + レベル + 
       原点アラーム

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• なし
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3-8. Private フォルダのVI
Private フォルダには、Magnescale DS8xx.lvlib 内でのみ使用する VI が含まれます。アクセス
スコープがプライベートに設定されているため、Magnescale DS8xx.lvlib に含まれない VI から
直接呼び出すことはできません。

3-8-1. Default Instrument Setup.vi

入力したハンドルの USB ゲージに対して、次の設定を行います。
•  HOFF ：出力形式に関する設定解除
•   HCSV ：出力形式にカンマ区切りに設定
•   HNO ：出力に行番号を追加
•   HTS ：出力にタイムスタンプを追加

関連するプロパティ、メソッド、コマンド
• メソッド DoCommand
• コマンド HOFF
• コマンド HCSV
• コマンド HNO
• コマンド HTS
• コマンド HSTATUS
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3-9. Example フォルダのVI
Example フォルダでは、Magnescale DS8xx.lvlib の VI を用いて作成した簡単な VI が含まれて
います。

3-9-1. Magnescale Gauge DS8xx Read Single Position.vi

USB ゲージのシリアルナンバーおよび測定モードを入力し、VI を実行すると、基準位置モー
ド Incremental の値を 1 つ取得します。Reset Gauge? を True に設定した場合、ゲージのリセッ
トを行ったのちにデータを取得します。Clear Data? を True に設定した場合、ゲージの最大値、
最小値および PP 値の初期化を行ったのちにデータを取得します。
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3-9-2.  Magnescale Gauge DS8xx Read Multiple Position.vi

USB ゲージのシリアルナンバー、測定モードおよび測定条件 ( データ数、取得間隔、開始タ
イムスタンプ ) を入力し、VI を実行すると、基準位置モード Incremental の値を取得します。
Reset Gauge? を True に設定した場合、ゲージのリセットを行ったのちにデータを取得します。
Clear Data? を True に設定した場合、ゲージの最大値、最小値および PP 値の初期化を行った
のちにデータを取得します。
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3-9-3. Magnescale Gauge DS8xx Acquire Continuous Position.vi

USB ゲージのシリアルナンバー、測定モードを入力し、VI を実行すると、ゲージのリセット
を行ったのちに、入力された時間間隔で基準位置モードIncrementalの値を繰り返し集録します。
Stop ボタンを押すと、繰り返し集録を終了し、ゲージをクローズします※。

※ VI の実行を終了するときは、波形チャート下の Stop ボタンを押してください。ツールバー
にある「実行を中断」ボタンを使用して終了した場合、再度実行するとエラーが発生します。
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4. 注意事項

Initialize.vi あるいはほかの方法で USB ゲージをオープンした場合、必ず USB ゲージをクロー
ズしてから VI を終了してください。USB ゲージを閉じずに VI の実行を終了した場合、再度
実行するとエラーが発生します。

クローズしないことで発生するエラー

# エラー 発生条件 対応方法

1 USB Gauge  クローズせずに実行を終了する 接続されている USB ゲージを抜かずに  
 Access Denied.  LabVIEW を閉じる ( 開いている全ての VI など 
   を閉じて、スタートアップ画面を閉じる )。 
   その後、LabVIEW を再度開く。

2 “No Gauge  上記のエラーが発生する状態で LabVIEW を閉じる。閉じてから USB ゲージ 
 Detected”が LabVIEW を閉じずに を抜き、再度挿入する。
 USB ゲージを USB ゲージを抜く。
 挿入していて
 も発生する

    
•  この LabVIEW ドライバを用いた後に MGS USB Gauge Monitor を使用すると、MGS USB 

Gauge Monitorで位置の表示がされないことがあります。その場合、接続されているUSBゲー
ジを抜き、再度挿入してください。
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Appendix-1 ActiveX コントロールの取り扱い

USB ゲージは、当社が配布する ActiveX コントロールで制御します。そのため、この
LabVIEW ドライバではオートメーションリファレンスのワイヤで配線します。ここでは、こ
の LabVIEW ドライバで用いる ActiveX コントロールの登録および LabVIEW での使い方を記
載します。

A-1-1. クラスの登録

　弊社 HP より”MGS USB Gauge Monitor”をインストールする場合はインストール仮定で
クラスの登録が行われるため、ユーザーによる登録は不要になります。ただし、次の場合にユー
ザーによる登録が必要になります。

•   MGS USB Gauge Monitor をインストールせずに ActiveX コントロールを使用したい場合
 (STMicroelectronics Virtual COM Port ドライバの設定を手動で行う必要があります。)
•   ActiveX コントロールのバージョンを変更する場合。
•   LabVIEW 64bit(64 ビット版ソフトウェア ) で使用する場合。
 (OS が 64bit でも、使用する LabVIEW が 32bit であれば、MGS USB Gauge Monitor のイ

ンストールで登録されるクラスを使用できます。)

クラスの登録手順
1.  コマンドプロンプトを管理者権限で実行する。
2.  コマンド regsvr32 “UsbSerial4MgsGauge.ocx のパス”を入力し、実行する。
 (64bit OS の場合、LabVIEW 32bit で使用する場合は 32bit の UsbSerial4MgsGauge.ocx、

LabVIEW 64bit で使用する場合は 64bit の UsbSerial4MgsGauge.ocx のパスを指定します。)
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A-1-2. オートメーション refunmの取り扱い

すべての VI に共通して UsbSerial4MgsGauge.ocx のオートメーション refnum の入力および出
力端子があります。オートメーション refnum の設定は次のように行います。

1.  ブ ロ ッ ク ダ イ ア グ ラ ム に Magnescale DS8xx.lvlib に 含 ま れ る サ ブ VI を 配 置 し、
UsbSerial4MgsGaugeLib.UsbSerial4MgsGauge ま た は UsbSerial4MgsGaugeLib.
UsbSerial4MgsGauge Out 端子を右クリックし、作成→定数 ( または制御器 ) を選択します。
または、フロントパネルにオートメーション refnum 制御器を配置します。

2.  オ ー ト メ ー シ ョ ン refnum 定 数 ( 制 御 器 ) を 右 ク リ ッ ク し、ActiveX ク ラ ス の 選 択
→ UsbSerial4MgsGaugeLib.UsbSerial4MgsGauge を選択します。ActiveX クラスの選択に
UsbSerial4MgsGaugeLib.UsbSerial4MgsGauge の項目がない場合は " 参照 " を選択し、手
順 3 に進みます。

3.  手順 2 で " 参照 " を選択した場合、タイプライブラリのリストから UsbSerial4MgsGauge x.x 
ActiveX コントロール Version x.x(x.x はバージョン番号 ) を選択し、オブジェクトのリス
トから UsbSerial4MgsGauge (Magnescale.UsbSerial4MgsGauge.1) を選択します。

 タ イ プ ラ イ ブ ラ リ か ら オ ブ ジ ェ ク ト を 選 択 ウ ィ ン ド ウ の タ イ プ ラ イ ブ ラ リ
に UsbSerial4MgsGauge x.x ActiveX コ ン ト ロ ー ル Version x.x が な い 場 合、
UsbSerial4MgsGauge.ocx が登録されていない可能性があります。弊社ホームページにある
ソフトウェア "MGS USB Gauge Monitor" をインストールすることで導入できます。
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